
　

今
回
の
特
別
展
で
は
﹁
弥
生
時
代
の
人
た
ち
が
ど
の

よ
う
な
マ
ツ
リ
を
行
っ
て
い
た
の
か
﹂
を
、
残
さ
れ
た

痕
跡
か
ら
た
ど
り
ま
す
。

マ
ツ
リ
〜
小
郡
の
ま
じ
な
い
で
使
わ
れ
た

弥
生
時
代
の
遺
物
た
ち
〜

会
期　

９
月
14
日
︵
土
︶
〜
12
月
14
日
︵
土
︶　

時
間　

９
時
〜
16
時
半

休
館
日　

９
月
15
日
︵
日
︶
・
17
日
︵
火
︶

　
　
　
　

10
月
20
日
︵
日
︶
・
21
日
︵
月
︶

　
　
　
　

11
月
17
日
︵
日
︶
・
18
日
︵
月
︶

主
な
展
示
品

多
鈕
細
文
鏡
︵
た
ち
ゅ
う
さ
い
も
ん
き
ょ
う
︶

　

小
郡
若
山
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
国
指
定
重
要
文
化
財
。

元
興
寺
文
化
財
研
究
所
︵
奈
良
県
︶
で
、
青
銅
鏡
の
再
修

復
と
保
存
箱
の
作
成
を

行
い
、
令
和
６
年
３
月

に
小
郡
市
に
戻
っ
て
き

ま
し
た
。
普
段
は
レ
プ

リ
カ
を
展
示
し
て
い
ま

す
が
、
特
別
展
で
は
本

物
を
展
示
し
ま
す
。

銅
戈
︵
ど
う
か
︶

　

寺
福
童
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
県
指
定
有
形
文
化
財
。

当
時
の
集
落
か
ら
遠
く
離
れ
た
穴
の
中
に
、
並
べ
た
状

態
で
埋
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
当
時

の
人
た
ち
が
ど
の

よ
う
に
埋
め
た
の

か
分
か
る
貴
重
な

発
見
例
で
す
。

日
時　

10
月
５
日
︵
土
︶
／
13
時
半
〜
15
時

会
場　

埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
研
修
室

講
師　

武
末
純
一
さ
ん

福
岡
大
学
名
誉
教
授

春
日
市
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
名
誉
館
長

定
員　

60
人
︵
先
着
順
︶

申
込
方
法　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
申
込
フ
ォ
ー
ム
で

　
　
　
　
　

①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　

く
だ
さ
い

申
込
開
始　

９
月
９
日
︵
月
︶
／
９
時
〜

　
問
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

☎
７
５
・
７
５
５
５　
F
７
５
・
２
７
７
７

　

小
郡
の
弥
生
時
代
の
遺
跡
で
は
、
実
用
に
向
か
な
い

装
飾
さ
れ
た
土
器
や

ミ
ニ
チ
ュ
ア
サ
イ
ズ

の
土
器
、
武
器
の
形

を
し
な
が
ら
使
用
す

る
に
は
薄
す
ぎ
る
青

銅
器
な
ど
が
出
土
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
当
時
の
マ
ツ
リ
で

使
わ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

そ
ん
な
弥
生
時
代

の
マ
ツ
リ
を
紹
介
す

る
特
別
展
を
開
催
し

ま
す
。

おごおり遺産

発見！

祭祀（マツリ）は、はるか昔から

さまざまな祈りを込めて行われ

ていました。弥生時代の小郡で

はどんなマツリが行われていた

のでしょうか。

（特別編）マツリ№39

小郡若山遺跡・青銅鏡

寺福童遺跡・銅戈

特
別
展
記
念
講
演

﹁
弥
生
時
代
の
マ
ツ
リ
﹂

関連
イベント

申込フォーム

埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
で

特
別
展
を
開
催

入場無料
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